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　　　　世界の名器

　　　　「ベヒシュタイン」に600人が感動

　7月10日仕）、市民会館で十日町市民音楽協会主催のベヒシュタインピ

アノ開き演奏会「森田佳子故郷ピアノリサイタル」が行われました。ピ

アノは十日町文化協会連合会設立5周年事業で市民会館に寄贈いただい

た世界の名器、ドイツのベヒシュタイン社製コンサート・グランドピァ

ノです。しかも、演奏者に十日町出身の森田佳子さんを17年振りにお迎

えしました。当日はクラシックファンが開場前から列をなし、高い関心

を見せていました。

　森田さんは、有名な「雨だれ」を含むF．ショパン／24のプレリュード

OP．28ほか4曲を披露しました。会場を埋め尽くした600人の聴衆はベヒ

シュタインの素晴らしい音色に、静かに聞き入っていました。森田さん

は「大勢の市民に聞いていただき感謝しています」とお礼を述べられま

した。興奮さめやらぬ観衆は賞賛の拍手を送っていました。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　懸
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　　　　　ダイオキシン問題一2・3

　　　　シリーズ介護保険③一4

　　飛一小、読売教育賞受賞一5
子どもの非行防止／施設見学会一6

　　　　　新農業委員決定一一7

　　　　　　VOIGE　UP　　　8・9

　お知らせ・インフォメーションー10～12

　　　　健康・保健コーナー一13
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私
た
ち
の
生
活
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
化
学
繊
維
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
化
学
物
質
の
恩
恵
を
受
け
て
い
ま
す
。
反
面
、
こ
れ
ら
を
焼

却
す
る
際
に
発
生
す
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
生
態
系
や
人
体
に
お
よ

ぽ
す
影
響
が
大
き
な
環
境
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回

は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
健
康
被
害
な
ど
人
体
に
与
え
る
問
題
と
、

排
出
そ
の
も
の
を
減
ら
す
た
め
に
、
取
り
組
む
べ
き
対
策
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
、
市
民
み
ん
な
の
問
題
で
す
。

鑛
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繋
．

灘灘
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霧

灘
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灘

　
　
　
　
　
雛
縣
撚

問
題
を
正
し
く
知
つ
て
い
た
だ
く
た
め
に

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
と
は

　
こ
こ
数
年
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
と
い

う
言
葉
が
テ
レ
ビ
な
ど
で
さ
か
ん
に

報
道
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
，

　
こ
の
呼
び
名
は
有
機
塩
素
系
化
学

物
質
の
一
種
で
あ
る
「
ポ
リ
塩
化
ジ

ベ
ン
ゾ
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
」
か
ら
由
来

す
る
も
の
で
、
略
し
て
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
時
に
「
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
」
と
い
う
言
葉
も
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

と
は
ポ
リ
塩
化
ジ
ベ
ン
ゾ
パ
ラ
ジ
オ

キ
シ
ン
と
ポ
リ
塩
化
ジ
ベ
ン
ゾ
フ
ラ

ン
を
ま
と
め
た
呼
び
名
で
、
合
わ
せ

て
2
1
0
種
類
か
ら
な
る
化
学
物
質

群
の
総
称
で
す
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

の
毒
性
は
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
り
異
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ダ
イ
オ
キ

ジ
ン
類
は
も
と
も
と
自
然
界
に
存
在

す
る
も
の
で
は
な
く
、
炭
素
・
酸
素
・

水
素
・
塩
素
が
熱
せ
ら
れ
る
過
程
で
、

気
付
か
な
い
う
ち
に
生
成
さ
れ
ま
す
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
性
質

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
そ
の
も
の
は
無
味

無
臭
の
個
体
で
、
ほ
と
ん
ど
水
に
は

溶
け
ず
、
脂
肪
な
ど
に
溶
け
や
す
い

性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
の
最
大
の
発
生
源
は
廃

棄
物
の
処
理
施
設
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
金
属
精

錬
の
燃
焼
工
程
や
、
塩
素
を
使
っ
て

紙
な
ど
を
漂
白
す
る
工
程
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
発
生
し
ま
す
。

時
に
は
森
林
火
災
な
ど
で
発
生
す
る

こ
と
も
あ
り
、
何
種
類
か
の
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
は
1
8
0
0
年
代
か
ら
す
で

に
自
然
界
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
も

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
推
計
に
よ
る
と
、
家
庭
の
ご
み
を

処
理
す
る
市
町
村
の
焼
却
施
設
か
ら

約
8
割
、
産
業
廃
棄
物
を
焼
却
す
る

施
設
か
ら
約
1
割
が
発
生
し
て
い
る

と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

繋人体
へ
の
影
響

　
煙
な
ど
と
一
緒
に
空
気
中
に
排
出

さ
れ
た
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
、
土
壌
や

川
に
落
ち
ま
す
。
ま
た
土
壌
中
の
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
は
、
雨
な
ど
に
よ
っ
て

土
壌
と
と
も
に
河
川
や
海
に
流
れ
出

し
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
か
ら
始
ま
る
食

物
連
鎖
を
通
じ
て
、
魚
介
類
な
ど
に

蓄
積
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
植
物
の
葉
に
付
着
す

る
場
合
も
考
え
ら
れ
、
草
食
動
物
の

体
内
に
も
取
り
込
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
結
果
、
私
た
ち
は
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
に
汚
染
さ
れ
た
食
品
や
空
気
を

体
内
に
取
り
込
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

体
内
に
入
っ
た
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
大

部
分
は
、
脂
肪
に
蓄
積
さ
れ
て
体
の

中
に
留
ま
り
ま
す
。
人
体
に
蓄
積
さ

れ
た
内
の
、
ご
く
わ
ず
か
な
量
は
分

解
さ
れ
、
排
出
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の

速
度
は
非
常
に
遅
く
、
人
間
の
場
合

半
分
に
な
る
の
に
約
7
年
か
か
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
天
然
に
存
在
す
る
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌

な
ど
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
は
人
工
物
質
の
中
で
最
も

強
い
毒
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
の
毒
性
は
、
動
物
実
験
に

よ
り
、
慢
性
毒
性
、
発
ガ
ン
性
、
催

奇
形
性
、
免
疫
毒
性
な
ど
を
有
す
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
人

体
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ

る
か
は
、
現
時
点
で
は
明
確
に
は
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
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ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
廃
棄
物
を
焼
却

す
る
際
の
不
完
全
燃
焼
に
よ
り
多
量

に
発
生
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
の
発
生
を
減
ら
す
た
め
に
は
、

①
8
5
0
度
以
上
の
高
温
で
完
全
焼

　
却
さ
せ
る
な
ど
、
能
力
の
整
っ
た

　
施
設
（
十
日
町
地
域
衛
生
施
設
組

　
合
の
焼
却
炉
な
ど
）
で
ご
み
を
焼

　
却
す
る
。

②
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
発
生
の
可
能
性
が

　
高
い
、
小
型
焼
却
炉
や
ド
ラ
ム
缶

　
の
使
用
を
や
め
る
。

③
焼
却
さ
れ
る
ご
み
そ
の
も
の
を
減

　
ら
す
こ
と
が
有
効
な
対
策
で
す
。

黙焼却
施
設
の
現
状

　
焼
却
能
力
の
高
い
焼
却
炉
（
十
日

町
地
域
衛
生
施
設
組
合
な
ど
の
焼
却

炉
）
は
、
設
置
に
あ
た
り
許
可
が
必

要
で
す
。
こ
う
し
た
焼
却
炉
で
は
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
の
排
出
削
減
に
つ
い
て

も
設
置
段
階
か
ら
十
分
な
対
策
が
講

じ
ら
れ
て
い
ま
す
（
こ
こ
で
い
う
許

可
が
必
要
な
焼
却
施
設
と
は
、
処
理

能
力
2
0
0
㎏
／
時
以
上
、
ま
た
は

火
格
子
面
積
2
㎡
以
上
の
能
力
を
も

つ
ご
み
焼
却
施
設
を
指
し
ま
す
）
。

　
こ
れ
に
対
し
、
小
型
焼
却
炉
や
ド

ラ
ム
缶
な
ど
を
用
い
て
ご
み
焼
却
を

行
っ
た
場
合
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の

排
出
に
加
え
、
悪
臭
や
す
す
で
周
辺

に
お
よ
ぽ
す
迷
惑
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
当
市
で
は
、
9
年
1
1
月
か
ら
小
・

中
学
校
お
よ
び
保
育
所
を
含
め
て
小

型
焼
却
炉
の
使
用
を
止
め
ま
し
た
。

蕪発生
源
を
絶
つ

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発
生
を
減
ら
す

た
め
に
、
家
庭
や
事
業
所
で
も
次
の

対
応
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
家
庭
で
は
】

　
小
型
焼
却
炉
や
ド
ラ
ム
缶
の
使
用

を
や
め
、
ご
み
は
自
分
の
町
内
の
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

【
事
業
所
で
は
】

　
①
小
型
焼
却
炉
や
ド
ラ
ム
缶
の
使

用
を
や
め
ま
し
ょ
う
。
②
事
業
系
の

一
般
廃
棄
物
は
、
エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
（
十
日
町
地
域
衛
生
施
設
組

合
）
へ
搬
入
し
ま
し
ょ
う
。
③
産
業

廃
棄
物
は
法
令
に
従
い
適
正
に
処
理

し
ま
し
ょ
う
。

や
む
を
え
な
い
場
合
で
も

　
や
む
を
え
ず
小
型
焼
却
炉
や
ド
ラ

ム
缶
を
使
用
す
る
場
合
で
も
、
必
ず

次
の
基
準
を
満
た
し
て
く
だ
さ
い
。

①
焼
却
灰
や
未
燃
物
の
飛
散
を
防

ぐ
。
②
煙
突
の
先
端
か
ら
火
炎
や
黒

煙
が
出
な
い
よ
う
に
す
る
。
③
煙
突

以
外
か
ら
は
煙
が
出
な
い
よ
う
に
す

る
。
し
か
も
空
気
取
入
口
か
ら
燃
焼

に
十
分
な
空
気
を
通
風
さ
せ
る
。
④

空
気
取
入
口
と
煙
突
の
先
端
以
外
は

外
気
と
接
す
る
箇
所
を
な
く
す
な
ど

の
対
応
が
必
要
で
す
。

野
焼
き
は
違
法
行
為

　
廃
棄
物
を
焼
却
す
る
時
は
、
法
律

に
よ
っ
て
、
焼
却
施
設
を
用
い
る
こ

と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
廃
棄
物

の
野
焼
き
は
違
法
行
為
で
す
。

ご
み
を
減
ら
そ
う

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
排
出
抑
制
に
は

ご
み
の
減
量
化
と
資
源
再
利
用
（
リ

サ
イ
ク
ル
）
が
有
効
で
す
。
一
度
使

っ
た
も
の
で
も
、
で
き
る
限
り
資
源

化
し
、
ご
み
を
減
ら
す
よ
う
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
当
市
で
は
1
2
年
度
か

ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
分
別
収
集
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
ト
レ
ー
な
ど
に
つ
い
て
も
、
早

期
の
分
別
収
集
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
買
い
物
の
際
は
、
過

剰
な
包
装
を
断
る
、
買
い
物
袋
を
持

っ
て
い
く
な
ど
、
買
い
物
の
仕
方
に

少
し
気
を
配
る
だ
け
で
、
ご
み
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
で
き
る
こ
と
か
ら
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

法
整
備
と
調
査
状
況

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
排
出
削
減
を
目

指
す
「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別

措
置
法
」
が
7
月
1
2
日
㈲
に
成
立
し
、

12

年
－
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ

の
法
律
は
①
人
が
生
涯
に
わ
た
っ
て

毎
日
摂
り
続
け
て
も
健
康
に
影
響
が

な
い
と
い
わ
れ
る
「
耐
用
一
日
摂
取

量
」
を
体
重
ー
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り

4
ピ
コ
グ
ラ
ム
と
定
め
ま
し
た
。
（
ピ

コ
は
1
兆
分
の
ー
）
②
大
気
、
水
、

土
壌
に
つ
い
て
環
境
基
準
が
盛
り
込

ま
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
身
の
回

り
の
環
境
や
人
体
の
摂
取
量
に
つ
い

て
も
、
法
律
で
定
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
十
日
町
市
内
に
お
い
て
も
、
十
日

町
地
域
衛
生
施
設
組
合
で
は
「
廃
棄

物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
き
、
毎
年
1
回
ご
み
焼
却
処

藤

理
施
設
（
エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）

か
ら
排
出
さ
れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

の
測
定
分
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
は
6
月
9
日
㈱
に
測
定
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
1
号
炉
3
・
2

ナ
ノ
グ
ラ
ム
、
2
号
炉
3
・
4
ナ
ノ

グ
ラ
ム
（
ナ
ノ
は
1
0
億
分
の
ー
）
で

し
た
。
こ
の
濃
度
の
値
は
、
現
在
厚

生
省
が
緊
急
対
策
基
準
と
し
て
示
し

て
い
る
8
0
ナ
ノ
グ
ラ
ム
を
、
ま
た
垣

久
対
策
基
準
（
1
4
年
1
2
月
～
）
と
し

て
示
し
て
い
る
5
・
0
ナ
ノ
グ
ラ
ム

を
も
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
廃
棄
物
処
理
の
安
全

対
策
に
万
全
を
期
し
ま
す
の
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策

へ
の
一
層
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
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い
き
い
き
と
し
た

　
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
、
介
護
が
必
要
な
状
態
（
要
介
護

状
態
ま
た
は
要
支
援
状
態
）
で
あ
る
と
い
う
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
月
号
で
は
、
希
望
者
が
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で

の
、
申
請
か
ら
認
定
に
い
た
る
手
続
き
に
つ
い
て
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対
象
は
認
定
者

　
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
、
寝
た
き
り
や

痴
呆
、
虚
弱
な
ど
で
、
介
護
が
必
要

と
認
定
さ
れ
た
人
で
す
。

申
請

　
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
ら
、
介
護

保
険
係
窓
口
で
申
請
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
（
受
け
付
け
は
1
0
月
か

ら
開
始
し
ま
す
）

認
定
ま
で
の
流
れ

　
市
は
、
申
請
か
ら
3
0
日
以
内
に
、

次
の
手
順
で
要
介
護
認
定
を
行
い
ま

す
。①
調
査
員
が
家
庭
等
を
訪
問
し
、
介

　
護
を
必
要
と
す
る
人
の
心
身
状
態

　
な
ど
を
調
査

②
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
判
定

③
か
か
り
つ
け
医
が
病
気
や
負
傷
の

　
症
状
を
記
述
し
た
意
見
書
を
作
成

④
介
護
認
定
審
査
会

　
①
～
③
の
結
果
を
も
と
に
、
介
護

　
認
定
審
査
会
で
、
ど
れ
く
ら
い
の

　
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
か
の
区

　
分
（
要
介
護
度
）
が
決
ま
り
ま
す
。

　
当
市
で
は
こ
の
審
査
会
を
、
広
域

　
6
市
町
村
共
同
で
行
い
ま
す
。
審

　
査
会
の
委
員
は
、
保
健
・
医
療
・

　
福
祉
に
関
す
る
専
門
家
で
構
成
さ

　
れ
ま
す
。

⑤
判
定
さ
れ
た
要
介
護
度
の
通
知

　
「
要
介
護
認
定
」
は
、
本
人
の
心

　
身
状
態
に
よ
っ
て
6
つ
の
ラ
ン
ク

　
に
分
か
れ
ま
す
（
表
－
参
照
）
。
ラ

　
ン
ク
は
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

　
内
容
や
量
を
決
め
る
基
準
に
な
り

　
ま
す
。
ま
た
、
認
定
は
原
則
と
し

　
て
6
か
月
お
き
に
見
直
さ
れ
ま
す
。

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成

　
介
護
を
受
け
る
本
人
の
心
身
状
態

や
家
族
の
状
況
に
適
し
た
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
ケ
ア
プ
ラ
ン

〈表1〉要介護認定の基準

　
度
ヌ
制
灘
◎

ジ
犠

状態区分 認定の基準

要支援

要介護状態ではないが、社会生
活の上で一部介助が必要な場合
や、失われた能力を取り戻すよ
うな支援が必要な場合等。

要介護1

立ち上がり・歩行等に不安定さ
がみられ、排泄・入浴等に部分
的介助を要する。

要介護2

立ち上がり・歩行等が自力では
できない部分が多く、排泄・入
浴等に部分的または全介助を要
する。

要介護3

立ち上がり・歩行等が自力では
できず、排泄・入浴等に全面的
な介助を要する。

要介護4

日常生活を行う能力がかなり低
下しており、全面的な介護が必
要な場合が多い。尿意・便意が
みられなくなる場合もある。

要介護5

日常生活を行う能力が著しく低
下しており、全面的な介護が必
要である。意思の伝達がほとん
どまたは全くできない場合が多
い。

■介護保険の出張説明会を実施中
　曜日・時間・人数は問いません。集会があれば出

　向きますので、介護保険について知りたい人はご連

絡ください。

■説明会申込み・介護保険の問合せは
　介護保険室介護保険係（智57－3111内線161・162）へ。

（
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
）
を
作
成
し

ま
す
。
専
門
の
作
成
事
業
者
に
相
談
・

依
頼
す
る
か
自
分
で
作
成
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
作
成
事
業
者
に
つ
い

て
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、

作
成
に
か
か
る
費
用
は
無
料
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
開
始

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、
か
か
っ
た
費

用
の
1
割
の
負
担
で
利
用
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
負
担
額
が
一
定
額
を
超
え

た
場
合
は
、
「
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

②
園
弁｝
好
鋤ス
三

ビ「サ護介

　三好園の在宅サービスの3本柱を紹介します。

①介護疲れや旅行、冠婚葬祭などで介護ができない時、

　お年寄りを数日間施設で介護する『ショートステイ事

　業』を行っています。

②自宅まで送迎し、さっぱりするお風呂や栄養を考えた

　昼食、そしてゲーム等で1日楽しんでいただく『デイ

　サービス事業』を行っています。

③ヘルパーがお宅に訪問し、排せつや入浴などの介護や

　調理などの家事を行う『ホームヘルプサービス事業』

　を行っています。これらを通して、介護する人・され

　る人のお役に立ちたいと考えています。

　また、増床工事も順調に進んでいます。今まではベッ

ド数が足りず、不便をおかけしておりましたが、10月か

らは皆さんの要望に応えられると思います。ぜひ、ご相

談・ご利用ください、　　　　　（生越生活指導員）

　■所在地：下条中央通り　■電話：56－2106
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地
域
と
交
流
「
地
区
公
民
館
と
学
社
融
合
」

飛
渡
第
一
小
学
校
が
読
売
教
育
賞
「
最
優
秀
賞
」
を
受
賞

　
7
月
2
日
㈹
、
東
京
・
大
手
町
の
読
売
新
聞
社
で
第
4
8
回
読
売
教

育
賞
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
国
語
教
育
」
「
算
数
・
数
学
教

育
」
な
ど
1
2
部
門
に
寄
せ
ら
れ
た
応
募
1
1
4
件
の
中
か
ら
、
飛
渡

第
一
小
学
校
が
県
内
初
の
「
学
校
の
指
導
・
運
営
部
門
」
で
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
受
賞
テ
ー
マ
は
、
「
地
域
に
活
き
る
夢
の
あ
る

学
校
づ
く
り
ー
学
社
融
合
を
通
し
て
ー
」
で
数
年
間
に
わ
た
り
地
域

と
共
に
進
め
て
き
た
ふ
る
さ
と
環
境
学
習
の
実
践
、
地
区
公
民
館
と

連
携
し
た
学
社
融
合
の
取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
学
校
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
教

育
が
認
め
ら
れ
た
飛
渡
第
一
小
学
校

の
根
津
敬
一
郎
学
校
長
は
「
学
校
が

地
区
公
民
館
と
連
携
し
、
保
護
者
の

皆
さ
ん
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
体
と

な
っ
て
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

成
果
を
高
く
評
価
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
さ
に
、
地
域
の
み
ん
な
で

勝
ち
取
っ
た
最
高
賞
で
す
。
地
域
の

皆
さ
ん
と
こ
の
賞
を
喜
び
合
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
」
と
喜
び
を
語
ら
れ
ま

し
た
。

　
今
回
の
応
募
は
、
当
校
の
取
り
組

み
が
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
の
進

む
べ
き
方
向
を
示
し
て
い
る
と
考
え
、

佐
藤
秀
一
郎
さ
ん
（
公
民
館
前
主
事
）

と
相
談
し
て
決
め
ま
し
た
。

　
当
校
の
取
り
組
み
の
基
本
は
、
飛

渡
で
な
く
て
は
で
き
な
い
特
色
あ
る

教
育
を
展
開
し
、
子
ど
も
た
ち
が
生

き
る
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
魅
力

勲
灘
・
．

鼎

賞を手にする根津校長佐）と佐藤さん

あ
る
学
校
に
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の

中
心
に
「
ふ
る
さ
と
環
境
学
習
」
を

置
い
て
き
ま
し
た
。
地
区
公
民
館
と

連
携
を
通
じ
、
学
校
と
社
会
の
融
合

を
推
進
。
ま
た
「
生
き
る
力
」
と
か

か
わ
っ
て
、
森
を
学
ん
だ
り
、
飛
渡

川
に
ホ
タ
ル
を
求
め
た
り
な
ど
ユ
ニ

ー
ク
な
野
外
活
動
を
実
践
。
手
引
書

を
各
家
庭
に
配
布
、
地
域
一
丸
と
な

っ
た
構
成
劇
「
飛
渡
の
四
季
」
の
上

演
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
環
境
学
習

　
－
川
．
道
・
森
を
3
本
柱
に
i

　
平
成
元
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
ふ
る

さ
と
環
境
学
習
は
、
「
飛
渡
川
を
知
ろ

う
」
「
飛
渡
の
古
い
道
を
知
ろ
う
」
「
飛

渡
の
森
を
知
ろ
う
」
の
3
つ
の
テ
ー

マ
を
3
年
サ
イ
ク
ル
で
9
年
間
継
続

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
小
学
校

6
年
間
で
は
全
部
経
験
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
1
0
年
度
か
ら
「
川
」
「
道
」

　
「
森
」
を
ふ
る
さ
と
環
境
学
習
の
3

本
柱
と
し
て
、
2
年
サ
イ
ク
ル
に
変

更
し
ま
し
た
。

　
昨
年
か
ら
は
「
川
」
の
学
習
に
入

り
ま
し
た
。
全
長
1
2
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
飛
渡
川
が
テ
ー
マ
で
す
。
切
り
口

は
「
ホ
タ
ル
」
で
す
。
ホ
タ
ル
探
し

が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
地
域
ぐ
る
み

で
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
・
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル

を
発
見
。
今
年
は
飼
育
に
挑
戦
し
て

い
ま
す
。
8
月
－
日
㈲
に
は
飛
渡
川

源
流
を
歩
い
て
み
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
地
域
の
協
力
を
い
た
だ
き
行

い
ま
す
。
社
会
教
育
に
疎
遠
な
壮
年

層
も
触
発
さ
れ
、
8
年
に
「
濃
実
会

　
（
の
み
か
い
）
」
を
結
成
し
て
い
ま
す
。

会
員
3
8
人
で
保
護
者
も
入
っ
て
い
る

会
で
す
。
こ
の
会
は
学
校
に
と
っ
て

も
大
き
な
存
在
で
す
。

　
公
民
館
で
は
学
校
・
家
庭
・
地
域

が
一
体
と
な
り
「
子
ど
も
は
地
域
が

育
て
る
」
こ
と
を
目
的
に
生
涯
学
習

を
始
め
ま
し
た
。
8
年
に
は
生
涯
学

習
基
盤
整
備
推
進
会
議
を
設
置
。
公

民
館
・
学
校
・
地
域
・
保
育
園
・
老

人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
代
表
1
6
人
で
構
成

し
て
い
ま
す
。
現
在
は
学
校
、
家
庭
、

地
域
が
協
力
し
合
い
な
が
ら
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
今
の
学
校
と
公
民
館

は
、
ま
さ
に
学
社
融
合
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
飛
渡
の
子
ど
も
た
ち
は
内
気
で
中

学
へ
入
っ
た
ら
ど
う
な
る
か
、
心
配

す
る
人
た
ち
も
大
勢
い
ま
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
体
験
学
習
で
大
勢
の

人
の
前
で
発
言
で
き
る
姿
が
少
し
ず

つ
育
っ
て
き
ま
し
た
。
仲
間
づ
く
り

が
上
手
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
　
「
飛
渡
の
森
を
知
ろ
う
」
3
年
目

の
春
、
加
茂
市
の
須
田
小
学
校
の
全

校
生
徒
1
8
0
人
を
ブ
ナ
林
に
招
い

て
学
校
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

と
き
も
飛
渡
の
子
ど
も
た
ち
が
ハ
キ

ハ
キ
と
上
手
に
リ
ー
ド
し
て
く
れ
ま

し
た
。
大
き
な
自
信
に
な
り
ま
し
た
。

　
若
い
先
生
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、

地
域
の
ふ
れ
あ
い
に
積
極
的
に
参
加

し
、
生
き
生
き
と
し
た
教
育
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も

明
る
く
地
域
の
人
た
ち
の
話
を
良
く

聞
き
、
活
動
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
始
ま
る
総
合
的
学
習
の

時
間
を
有
効
に
使
っ
て
、
当
校
の
特

色
あ
る
教
育
活
動
を
さ
ら
に
一
層
充

実
展
開
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。
明
る
い
光
が
さ
し
て

い
る
の
で
す
。

稲垣忠彦・帯寮茨学教授

　　　　　（選考委員）の選課

　家庭・地域と連携し、地域の犠鐵

懇欝習にいかした自主的な学校戴灘

鰻鱒報告が多くよせられ、改革態霞

勤欝を感じることができた。飛渡繋

一熱学校はその代表的な例であ馨．

　　　　一蔭翻翻圏読売薪聞難義一
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地域で　．麟購
　　　　　　　　　　　　關題鷹羅麹組驚

みんなで　　關

子どもを守ろう

他
人
ご
と
で
は
な
い

　
平
成
9
年
の
刑
法
認
知
件
数
は
、

約
2
5
2
万
人
に
の
ぽ
り
、
戦
後
の

最
高
値
を
記
録
し
ま
し
た
。
少
年
非

行
に
お
い
て
も
、
そ
の
人
口
が
減
少

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
検
挙

補
導
少
年
は
増
え
続
け
、
傷
害
、
暴

行
、
脅
迫
な
ど
の
粗
暴
犯
も
依
然
と

し
て
跡
を
絶
た
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
　
新
潟
県
内
に
は
、
昨
年
は
万
引
き

事
件
が
全
国
ワ
ー
ス
ト
ー
と
い
う
不

名
誉
な
記
録
が
残
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
女
子
事
件
の
増
加
が
み
ら
れ
る
な

ど
、
決
し
て
安
閑
と
は
し
て
い
ら
れ

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

非
行
は
「
突
然
」
？

最
近
、
思
春
期
の
子
ど
も
た
ち
の

　
い
よ
い
よ
子
ど
も
た
ち
に
待
望
の
夏
休
み
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
期
問
中
、

子
ど
も
た
ち
は
学
校
を
離
れ
、
家
庭
や
地
域
で
貴
重
な
体
験
や
学
習
を
重
ね
ま

す
。
そ
の
一
方
で
夏
休
み
は
、
子
ど
も
の
犯
罪
や
非
行
が
増
え
る
季
節
で
も
あ

り
ま
す
。
現
代
社
会
は
、
人
問
関
係
の
希
薄
化
、
親
の
養
育
能
力
の
低
下
、
社

会
の
規
範
意
識
の
低
下
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、

私
た
ち
は
、
家
庭
、
職
場
、
学
校
地
域
が
一
体
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
を
非
行

か
ら
守
る
と
と
も
に
、
犯
罪
や
非
行
に
陥
っ
た
青
少
年
の
更
正
を
支
え
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
す
べ
て
の
人
が
力
を
合
わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
社
会
を
目
指
す
運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

非
行
に
か
か
わ
る
、
深
刻
な
ニ
ュ
ー

ス
が
目
立
ち
ま
す
。
ま
だ
中
学
生
か

高
校
生
く
ら
い
の
年
代
の
子
ど
も
た

ち
が
、
大
人
の
よ
う
な
犯
罪
を
犯
す

こ
と
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ひ
と

昔
な
ら
、
非
行
に
走
り
そ
う
な
子
ど

も
は
、
普
段
の
態
度
や
行
動
、
服
装

な
ど
に
そ
の
兆
候
が
現
れ
て
お
り
、

あ
る
程
度
分
か
り
や
す
か
っ
た
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
今
は
、
一
見
何
の
問
題
も

な
い
よ
う
に
見
え
る
子
ど
も
が
、
突

然
重
大
な
非
行
に
走
る
と
い
う
ケ
ー

ス
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
大
人
に
と
っ
て
は
「
突
然
」

に
見
え
て
も
、
た
い
て
い
の
場
合
、

子
ど
も
は
そ
れ
以
前
か
ら
問
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。
そ
の
兆
候
は
、
飲
酒

や
喫
煙
な
ど
の
問
題
行
動
や
、
表
情
・

態
度
な
ど
に
現
れ
て
い
ま
す
が
、
周

囲
の
大
人
が
気
付
か
な
い
の
で
す
。

　
子
ど
も
が
非
行
に
走
る
前
に
、
そ

う
し
た
サ
イ
ン
に
気
付
く
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
子
ど
も
が
抱
え
る
問
題
を

早
く
取
り
除
き
、
非
行
か
ら
守
る
こ

と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

　
最
近
は
自
分
の
部
屋
に
こ
も
っ
た

り
、
周
囲
の
目
が
届
き
に
く
い
場
所

で
遊
ん
だ
り
す
る
子
ど
も
が
多
い
た

め
、
以
前
よ
り
子
ど
も
の
行
動
が
大

人
に
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
い
う
中
で
、
子
ど
も
の
微
妙

な
変
化
に
気
付
い
て
あ
げ
る
た
め
に

は
、
大
人
が
も
っ
と
子
ど
も
に
近
づ

い
て
、
子
ど
も
を
見
つ
め
、
対
話
を

す
る
努
力
が
必
要
で
す
。

少
年
の
悩
み
や
非
行
の

相
談
は
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
ヘ

　
若
者
自
身
の
悩
み
事
や
、
子
ど
も

の
非
行
や
暴
力
な
ど
に
困
っ
て
い
る

人
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
を
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
一
人

で
悩
ま
ず
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
電
話
番
号
H
O
2
5
1
2
8
3
－

4
9
7
0
■
受
付
時
間
H
▼
平
日
は

午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時
1
5
分
▼

夜
問
・
休
日
、
官
庁
閉
庁
日
は
留
守

番
電
話
に
な
り
ま
す
。
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
残
す
と
、
折
り
返
し
連
絡
い
た
し

ま
す
。

灘翁賦灘謬漢嶺

　　　　　市内の

　
市
内
の
施
設
や
名
所
を
巡
る
施
設

見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
は
、

県
内
初
の
国
宝
に
輝
い
た
「
火
焔
型

土
器
」
と
1
0
月
オ
ー
プ
ン
予
定
の
十

日
町
情
報
館
等
を
一
足
早
く
見
学
す

る
「
国
宝
の
ま
ち
新
名
所
コ
ー
ス
」

館（国宝

1＝30
博
畑

市役所
発（集合9

ナティオ・ナトゥーラ見学

　13：00～14二〇〇

ベルナティオ（昼食
　　12＝00～13100

所
3
0

役
－
市
－

石彫シンポジウム会場
　　15：00～15：15

青報館見学
14130～15100

と
、
来
年
4
月
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
す

る
介
護
保
険
へ
の
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
「
介
護
の
ま
ち
づ
く
り

コ
ー
ス
」
の
2
つ
（
昼
食
付
）
を
ご

用
意
し
ま
し
た
。
今
年
は
夏
休
み
中

の
開
催
と
な
る
た
め
、
親
子
の
参
加

も
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
み
　
7
月
2
8
日
㈱
～
8
月
1
0

　
日
㈹
ま
で
に
企
画
人
事
課
広
報
広

　
聴
係
（
智
5
7
－
3
1
1
1
内
線
2

　
1
3
）
へ
。

※
参
加
は
1
人
ー
コ
ー
ス
の
み
と
さ

　
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
小
学
生
以

　
下
は
保
護
者
同
伴
の
こ
と
。

きたはら
0：10～10：4

＝好園
＝30～10：0

レ（昼食付

13：00

ポレポ
　　11：

市役所
発（集合9：00）

一つまりの里
　11：00～11130

市役所（介護
＝45～14：45

やまびこ
13＝10～13：4

6



　　　　　　　　　　　　　　　建　　　　　　　　　　　　　決　　　　　　　　　　員　　　　　　　委　　　　　業　　農新

鶏蕪錯＝講灘羅

　
3
年
間
の
任
期
満
了
に
伴
う
農
業

委
員
会
委
員
の
立
候
補
届
け
が
7
月

4
日
㈲
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
各
選
挙
区
と
も
立
候

補
者
が
委
員
定
数
と
同
数
で
、
無
投

票
と
な
り
ま
し
た
。
市
選
挙
管
理
委

　新農業委員の皆さん
（任期：平成11年7月20日～平成14年7月19日）

員
会
で
は
7
月
1
1
日
㈲
に
選
挙
会
を

開
き
、
左
記
の
2
0
人
の
当
選
を
確
定

し
ま
し
た
。
農
業
委
員
会
は
、
選
挙

に
よ
る
委
員
と
市
長
が
選
任
す
る
委

員
5
人
の
合
計
2
5
人
で
構
成
さ
れ
ま

す
。
　
新
委
員
か
ら
は
今
後
、
当
市
農
政

や
地
域
農
業
の
指
導
的
立
場
と
し
て

大
い
に
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
経
営
規
模
拡
大
に
伴
う
農
地
流
動

化
や
農
業
後
継
者
の
嫁
婿
問
題
、
農

業
者
年
金
な
ど
、
何
で
も
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

〈
農
業
委
員
の
主
な
仕
事
〉

◆
認
定
農
業
者
等
へ
の
農
地
利
用
集

　
積
、
経
営
改
善
支
援
。

◆
農
業
委
員
は
地
域
の
「
世
話
役
」

　
「
模
範
」
と
し
て
農
家
の
相
談
に

　
応
じ
ま
す
。

◆
集
落
の
声
を
集
め
て
行
政
に
建
議
、

　
諮
問
に
答
申
す
る
。

◆
地
域
農
業
と
優
良
農
地
の
保
全
確

保
、
農
地
情
報
な
ど
の
一
元
管
理

　
を
す
る
。

◆
農
業
者
年
金
の
加
入
と
受
給
手
続

　
き
を
お
手
伝
い
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

欝
灘
勤
嚇

灘
　
　
　
　
長
正

　
　
　
　
　
　
4
畷
会
澤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
石

熱
難
，

　
　
　
　
　
ん

欝
》
理
さ

㊥
欝

　
　
　
　
銀

　
　
　
　
新
関

選挙区 氏　名　　（年齢） 住所・選任団体

第1選挙区 南雲史　郎6㊦ 六箇中村
（定員4人） 池　田　光正㈹ 高山第3
十日町・川治 庭野喜久一㈹ 島

六箇地区 徳永　　　昇69 川治下町第3

第2選挙区 越村敏郎㈹ 新座第3
（定員4人） 大嶋一吉6の 太　子　堂

中条地区 田村敬作㈹ 中条旭町
大津　　　久㈲ 魚之田川

第3選挙区 江村恒男㈹
中　　　手

（定員4人）
尾身　　　保㈹ 鉢　第　2

吉田地区
太　田　　　享㈹ 北鐙坂第2

佐藤雄一6① 小泉第3

第4選挙区 関　　　由　昇㈱ 上新田第2
（定員3人） 山　□　昭　一⑰ 山　　　根

下条地区 水落儀一㈲ 願　　　入

宮澤健一69 小　黒　沢
第5選挙区 金澤　　　弘⑰ 新宮第1
（定員5人〉 富井清一郎6a 珠　　　川
水沢地区 佐藤三代治励 当　　　間

保坂功一60 姿　第　2

阿部三代継㈲ 市　農　協

市長が選任 小林徳好69 魚沼農業共済組合
する委員 石澤正二郎σゆ 市　議　会
（5人） 高橋秀雄㈹ 市　議　会

佐藤一男の 市　議　会

夏嫡甕〃〆

痂鰹グ輔財一〃

　
　
嫌
㈹
雛
鰍
跡

灘
灘
　
．
灘

灘
．
　
纒

諜
灘
籔
　
黙
、
饗

難
麟
鑛
灘

簸
灘
鍵
、
、
瀬
、
懇
融
嘱
．
撒
鞭

灘
霧
織
．
　
．
、
灘
．
縣

り
　
へ

繋

　7月17日qゆ、市民プールがオープンし

ました。子どもたちにとってもプール遊

びは夏の最高の楽しみです。夏の健康増

進や親子のコミュニケーションに、ご家

族でお出かけください。

糞
“
霧
擁
獲
委
§
嚇
受
糞

関
東
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
表
彰

村山一代さん
（為永・70歳）

ま　　
　
　
　
　

37

へ

07

）

『
7
7

52

43

盈
　
「

（
5
2
ル
盈
一
（

プ
館
民
育
市
体
　
合
せ
総
合
は
問
た

■

　　瑠臨、

南雲徳榮さん
（関根1・68歳）

　
6
月
1
8
日
付
で
村
山
一
代
さ
ん
と
南
雲
徳
榮
さ
ん
が
関
東
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
長
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
多
年
に
わ
た
る
人
権
擁
護
活
動
の
功
績
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
お
2
人
と
も
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
各
種
啓
発
活
動
、
相
談
活
動
等
に
積
極

的
に
参
加
し
、
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
村
山
さ
ん
は
平
成
4
年
か
ら
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と
な
ど
聞
い
て
や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
、
上

手
な
聞
き
役
に
な
り
た
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
南
雲
さ
ん
は
平
成
5
年
か
ら
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
”
考
え
よ
う
あ
な
た
の
人
権
わ
た
し
の
人
権
”
を
合
い
言
葉
に
こ
れ
か
ら
も
啓

発
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
市
内
に
は
お
2
人
の
ほ
か
3
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。
悩
み
ご
と
な

ど
あ
り
ま
し
た
ら
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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「W杯サッカーキャンプ誘致に託す」

　8月3Eヨ（火）、十日町市はワールドカッ

ブサッカー公認キャンブ誘致への正式申

請を行います。キャンブ誘致の成功に託

す皆さんの熱い思いをお聞きしました。

大
き
な
夢
の
実
現
を
目
指
し
て

長井雅裕さん
　（高山4）

行
政
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

　　　　さち　　え

柳　　幸枝さん
　（川西町山野田）

　　　　　　声　　　　の　　　鞍　機雛まちの

　　「進めていますリサイクル」

　環境問題や資源の有効利用について関

心が高まる中、市内でも多くの皆さんが

リサイクル活動に取り組んでいます。次

回は、美しい環境を子どもたちに残そう

と活動にはげむ人々の声をお届けします。

◆投稿される方へ　はがきや来庁などい

　ずれの万法でも構いません。なお紙上

　匿名は構いませんが、お名前、住所、

　電話番号だけは明記してください。

◆送付先　8月10日伏）までに企画人事課

　広報広聴係（〒948－8501十Eヨ町市干歳

　町3－3　智57－3111内線213・214）

　
十
日
町
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
、
2
部
リ
ー
グ
で
戦
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
ま
で
新
潟
で
サ
ッ
カ
ー
の
勉
強
を
し
て
き
ま
し
た
。
J
2
リ
ー

グ
の
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
と
練
習
試
合
を
し
た
経
験
も
あ
り
ま
す
。
戻

っ
て
き
て
十
日
町
は
サ
ッ
カ
ー
人
口
が
少
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
私
に
と

っ
て
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
夢
の
よ
う
な
世
界
で
す
。
べ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
誘

致
へ
向
け
て
私
た
ち
の
す
る
こ
と
は
、
ま
ず
、
1
部
リ
ー
グ
ヘ
昇
格
す
る

こ
と
で
す
。
そ
し
て
十
日
町
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
す
。
自
分
を
含
め
、

子
ど
も
た
ち
が
超
一
流
の
プ
レ
ー
を
見
て
、
そ
し
て
肌
で
感
じ
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
人
口
を
増
や
す
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
べ
ー
ス
キ
ャ

ン
プ
誘
致
を
成
功
さ
せ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
十
日
町
唯
一
の
女
子
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
J
A
C
K
に
所
属
し
て

い
ま
す
。
日
韓
共
催
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
興
味
の
な
い
人
も
身
近
に
感

じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
べ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
誘
致
は
、
一
部
で
活
動
を
し

て
も
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
地
域
で
活
動
し
、
呼
び
か
け
、
一
人
で
も
多
く
か
か
わ
り
輪

を
広
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
何
と
言
っ
て
も
行
政
が
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
取
り
、
絶
対
に
誘
致
す
る
と
い
う
気
構
え
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。
超
一
流
の
選
手
の
雰
囲
気
を
肌
で
感
じ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
何
か
に
か
か
わ
り
、
積
極
的
に
参
加
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
誘
致
を
ぜ
ひ
成
功
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

⑩　　いちばんいいて

東京都新宿区四谷4－9（旧姓：関口・川原町出身）服部平八さん

　
「
な
じ
ょ
だ
い
」
と
独
特
の
言
い
回
し
を
す

る
十
日
町
弁
を
聞
か
な
く
な
っ
て
、
既
に
4
0
年

以
上
が
過
ぎ
ま
し
た
。
最
近
、
こ
の
十
日
町
弁

に
郷
愁
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
わ
た
し
の
職
業
は
弁
理
士
で
す
。
こ
の
弁
理

士
制
度
は
、
歴
史
が
古
く
今
年
1
0
0
周
年
を

迎
え
、
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
の
下
で

盛
大
な
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
弁

理
士
制
度
は
、
一
般
の
人
に
な
じ
み
が
薄
く
、

事
務
所
開
業
当
時
は
、
水
道
の
修
理
や
ふ
す
ま

の
張
り
替
え
な
ど
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　
弁
理
士
制
度
は
特
許
制
度
を
裏
か
ら
支
え
る

制
度
で
す
。
こ
の
特
許
制
度
は
近
年
、
特
許
保

護
政
策
を
標
ぼ
う
し
、
幾
多
の
法
改
正
が
あ
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
特
許
、
意
匠
、
商
標
等
の

知
的
財
産
権
侵
害
に
対
す
る
強
化
を
盛
り
込
ん

だ
法
改
正
が
な
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
法
律
が
成
立
す
る
と
、
知
的
財
産
権
を
侵
害

す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
額
の
損
害
賠
償
金
を
支

払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
会
社
の
命
取
り
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
カ
メ
ラ
の
ミ
ノ
ル
タ
社

が
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ネ
ウ
エ
ル
社
と
の
特
許
侵
害

訴
訟
に
負
け
、
賠
償
金
な
ど
総
額
約
1
6
5
億

円
を
支
払
っ
た
こ
と
は
有
名
で
す
。

　
特
許
制
度
は
ア
メ
リ
カ
第
1
7
代
大
統
領
リ
ン

カ
ー
ン
が
「
特
許
制
度
は
天
才
と
い
う
炎
に
利

益
と
い
う
油
を
注
ぐ
も
の
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
技
術
力
の
開
発
は
産
業
の
発
展
に
寄

与
し
ま
す
。
技
術
力
の
積
み
重
ね
で
十
日
町
が

先
端
技
術
の
発
信
地
と
な
る
こ
と
も
夢
で
は
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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キ
ャ
ン
プ
誘
致
は
草
の
根
か
ら

懇
犠藩鍵

　
　
ん
〕

．
、
鋼
さ
飯

p
隆
撫

　
　
　
　
　

　
　
政
娚

構
誘

　
　
　
　
ヨ

　縦鞍

　
高
L
σ

故
郷
の
温
も
り
を
世
界
に
届
け
た
い

上拘需虜

郭糠誉翻

　甜、

宮澤裕子さん
　　（小黒沢）

　
私
が
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
た
3
0
年
前
を
思
え
ば
、
日
本
で
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
が
開
催
さ
れ
、
十
日
町
が
キ
ャ
ン
プ
誘
致
に
名
乗
り
を
上
げ
た
こ
と
は
、

夢
の
よ
う
な
出
来
事
で
あ
り
、
心
か
ら
そ
の
成
功
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
サ
ッ
カ
ー
に
限
ら
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
を
市
内
で
盛
り
上
げ
る
た
め
に
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
、
学
校
が
と
も
に
良
い
関
係
を
築

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
キ
ャ
ン
プ
誘
致
の
成
功
は
草
の
根
的
な
運
動
を
通

じ
て
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
誘
致
に
よ
る
世
界
へ
の
情
報
発
信
力
や
地
域
に
与
え

る
効
果
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
2
0
0
2
年
に
は
現
場
を

支
え
る
一
員
と
し
て
、
私
た
ち
は
最
大
限
の
協
力
を
す
る
つ
も
り
で
す
。

　
幸
運
に
も
、
昨
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
フ
ラ
ン
ス
大
会
を
観
戦
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
現
地
で
は
サ
ッ
カ
ー
が
世
代
や
国
境
を
越
え
て
愛
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。
若
い
人
が
中
心
の
日
本
人
サ
ポ
ー

タ
ー
に
対
し
、
外
国
は
5
0
～
6
0
代
の
人
や
、
親
子
連
れ
が
多
か
っ
た
の
が

印
象
的
で
す
。
ま
た
、
宿
泊
し
た
エ
ク
ス
レ
バ
ン
郊
外
に
は
日
本
人
を
歓

迎
す
る
掲
示
が
多
く
出
さ
れ
、
地
元
は
と
て
も
活
気
に
沸
い
て
い
ま
し
た
。

　
普
通
の
観
光
旅
行
で
は
決
し
て
味
わ
え
な
い
、
地
方
都
市
エ
ク
ス
レ
バ

ン
の
の
ど
か
な
雰
囲
気
を
味
わ
え
た
こ
と
が
良
き
思
い
出
で
す
。
次
の
大

会
で
は
十
日
町
が
キ
ャ
ン
プ
誘
致
を
成
功
さ
せ
、
豊
か
な
環
境
と
厚
い
も

て
な
し
を
世
界
の
人
々
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

者
暑
勿
ン
㌃
ヴ
ー
ぞ
⑫

吉校卒業後、会社に勤めて5年目になりま
同す。一般家庭へのプロパンガス、鉄工所

や建設業者への各種ガスの配達、そしてその

注文の受け付けなどが仕事です。

　扱う品物（ボンベ）が重く、雨や雪の日な

どは大変です。しかし、急ぎの注文に間に合

わせてお得意さまから喜んでもらった時など

ほっとすると同時にやりがいを感じます。

趣貌禦幕誼勢周蹟繋幅ミ

たまには柏崎や直江津に海釣りに出かけます。

釣れるのはアジやフグの小物ですが、そんな

ことより釣れる瞬間の手応えの感覚がなんと

も言えないのです。

勤楚惚謬劉璽艶難鑑麓
事を大事にして、ここに将来もずっと住んで

いこうと思っています。早く結婚し、沢山の

子どもと明るい家庭をつくるのが夢です。

※素直で親孝行な雲谷さんの紹介で、次回は風間澄子さ

　んにバトンタッチ。

　　　　　　　が　　　　　　ドズ　　　　ぴレ

　　　．！ノ稽

態娠乞ノ．
⇔　門！　ノ’〆

もぐン9娩

十
日
町
市
・
東
京
事
務
所

㎜
東
京
都
中
央
区
銀
座
4
の
1
0
の
1
2

㏄
銀
座
サ
マ
リ
ヤ
ビ
ル
5
階

刊
盈
0
3
，
3
5
4
6
－
7
2
3
0
（
F
A
X
兼
）

都
会
と
の
交
流
や

　
　
　
　
誘
客
を
願
っ
て

　
こ
れ
か
ら
は
外
回
り
を
す
る
の

に
は
つ
ら
い
季
節
で
す
。
比
較
的

過
ご
し
や
す
か
っ
た
梅
雨
も
蒸
し

暑
苦
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
6
月
1
8
日
樹
、
今
年
の
3
月
に

葛
飾
区
本
田
梅
の
子
こ
ど
も
会
の

雪
国
体
験
ツ
ア
ー
を
受
け
入
れ
た

下
条
中
央
公
園
管
理
運
営
組
合
事

務
局
長
と
共
に
参
集
者
6
0
人
の
葛

飾
区
子
ど
も
会
連
合
会
理
事
会
を

訪
れ
ま
し
た
。
十
日
町
市
及
び
下

条
中
央
公
園
P
R
が
功
を
奏
し
、

よ
り
多
く
の
子
ど
も
会
の
皆
さ
ん

か
ら
下
条
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
7
月
6
日
㈱
～
7
日
㈲
、
F
S

A
経
営
者
セ
ミ
ナ
ー
の
幹
事
が
現

地
下
見
の
た
め
来
市
さ
れ
、
市
内

各
所
を
案
内
し
て
ま
わ
り
ま
し
た
。

F
S
A
と
は
富
士
通
傘
下
の
ソ
フ

ト
会
社
の
オ
ー
ナ
i
8
6
人
の
会
で

す
。
こ
の
会
は
年
一
回
、
地
方
で

研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
で
1
0
月
に
開

催
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
が
き
っ
か
け
に
な

っ
て
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
地
内
の

リ
サ
ー
チ
ビ
レ
ッ
ジ
に
企
業
進
出

し
て
く
れ
る
こ
と
を
ひ
そ
か
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
7
月
1
2
日
㈲
、
”
十
日
町
高
校
の

講
演
会
の
件
で
P
T
A
会
長
が
㈱

テ
レ
ビ
東
京
常
務
取
締
役
の
田
村

哲
夫
さ
ん
（
岩
野
出
身
）
を
訪
問

す
る
”
と
大
好
き
十
日
町
会
運
営

委
員
長
か
ら
案
内
が
あ
り
ま
し
た
。

お
二
人
と
同
行
し
田
村
さ
ん
を
訪

問
。
笹
山
遺
跡
の
国
宝
指
定
を
契

機
に
十
日
町
を
テ
レ
ビ
で
取
り
上

げ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
を
し

て
き
ま
し
た
。
実
現
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、

事
務
所
嘱
託
員
の
知
己
を
頼
り

に
、
ほ
か
の
報
道
機
関
に
も
お
願

い
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

何
か
よ
い
つ
て
を
ご
存
じ
の
人
は

ご
教
示
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
情
報
発
信
を
目
的
に
し

た
東
京
十
日
町
会
ぺ
ん
く
ら
ぶ
も

独
自
に
会
報
誌
を
発
刊
し
ま
し
た
。

最
近
で
は
桂
歌
助
師
匠
や
市
内
の

女
性
か
ら
も
参
加
い
た
だ
き
会
員

数
は
2
9
人
と
な
り
ま
し
た
。
メ
ン

バ
ー
も
よ
り
充
実
し
、
き
め
細
か

な
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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相談コーナー

①定例行政相談　　8月13日働

②交通事故相談　　8月9日（月〉

③高年齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～午後4時

　会場：高年齢者職業相談室

④法律相談

　8月12日㈲　畑七起弁護士
　8月26日㈱　高橋賢一弁護士

　午後1時30分～午後4時

　会場：市役所市民相談室

　電話で市民生活課へ要予約。

チレホニ
雷十日町市観：

圃くらしのダ

　　025－1
8／2～8／9　本格化

　　　　イクル
8／9～8／16　エコク

8／16～8／23消費生

　　　　～クリー

8／23～8／30衣料晶

　　　　意しま
8／30～9／6　ドライ“

　　　　手な使

か
け
ま
せ
ん
か

獺
第
8
回
ゆ
か
た
で
お
い
で
よ

　
　
コ
モ
通
り
夏
ま
つ
り

雛
日
時
H
8
月
7
日
qゆ
午
後
6
時
3
0
分
～

10

時
雛
場
所
⊥
局
田
町
1
丁
目
（
コ
モ
通

り
）
『
歩
行
者
天
国
』
雛
内
容
H
ナ
イ
ト
バ

ザ
ー
ル
、
飲
食
コ
ー
ナ
ー
＆
カ
ラ
オ
ヶ
、

盆
踊
り
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
で
景
品
ゲ

ッ
ト
ほ
か
繕
募
集
H
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集
中
（
出
店
無
料
）
獺
そ
の
他
日

ゆ
か
た
で
来
場
の
人
に
お
楽
し
み
抽
選
券

進
呈
獺
問
合
せ
・
出
店
申
込
み
H
十
番
館

（
盈
5
7
1
0
0
2
1
）
へ
。

人
形
劇
「
金
の
が
ち
ょ
う
」

　
川
治
保
育
所
開
所
3
0
周
年
と
つ
く
し
園

開
所
2
0
周
年
を
記
念
し
て
、
劇
団
ち
ろ
り

ん
に
よ
る
人
形
劇
を
上
演
し
ま
す
。
籔
日

時
H
7
月
2
9
日
㈲
午
後
7
時
～
8
時
30
分

こ
ろ
獲
場
所
H
川
治
小
学
校
体
育
館
饗
入

場
料
H
無
料
雛
間
合
せ
H
川
治
保
育
所

（
智
5
7
1
3
2
5
6
）
へ
。

三
好
園
納
涼
会

懲
日
時
H
7
月
31
日
㈹
午
後
6
時
～
8
時

綴
場
所
H
三
好
園
駐
車
場
特
設
会
場
灘
内

容
H
盆
踊
り
、
花
火
大
会
、
ゲ
ー
ム
コ
ー

ナ
ー
、
夜
店
な
ど
灘
問
合
せ
⊥
二
好
園
（
智

56
1
2
1
0
6
）
へ
。

お
も
ち
ゃ
図
書
館

　
子
育
て
の
悩
み
な
ど
を
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
繊
日
時
”
8
月
5
日
㈱
・
1
9

日
㈱
午
前
9
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分
簗
場
所

H
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
鐵
問
合
せ
目
健
康

福
祉
課
児
童
家
庭
係
へ
。

㎜

加
し
ま
せ
ん
か

夜
間
ふ
く
ろ
う
ウ
ォ
ー
ク

　
夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り
に
夜
の
山
道

15

㎞
を
歩
き
ま
せ
ん
か
。
籔
日
時
H
8
月

7
日
d
ゆ
午
後
5
時
受
付
～
午
後
1
0
時
解
散

（
小
雨
決
行
）
雛
コ
ー
ス
“
育
成
セ
ン
タ
ー

～
池
沢
～
（
山
道
）
～
菅
沼
～
（
旧
道
）
～
猿

倉
～
江
道
～
育
成
セ
ン
タ
ー
雛
参
加
費
目

3
百
円
（
保
険
料
ほ
か
）
磁
対
象
判
小
学
4

年
生
以
上
（
3
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

雛
申
込
み
H
8
月
3
日
㈹
ま
で
に
少
年
育

成
セ
ン
タ
ー
（
盈
5
7
1
8
9
1
8
）
へ
。

夏
休
み
親
子
電
気
教
室

雛
日
時
“
8
月
2
0
日
働
午
前
1
0
時
～
午
後

5
時
灘
場
所
H
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業

所
雛
内
容
H
料
理
教
室
「
親
子
仲
良
し
ク

ッ
キ
ン
グ
」
、
施
設
見
学
・
奥
清
津
発
電
所

．
（
湯
沢
町
）
雛
受
講
料
H
1
人
5
百
円
彩

定
員
U
1
8
人
（
親
子
9
組
、
申
込
み
多
数

の
場
合
抽
選
）
獺
持
参
す
る
も
の
1ー
エ
プ

ロ
ン
獲
申
込
み
H
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営

業
所
（
智
52
1
3
1
0
9
）
へ
。

生
涯
学
習
通
信
講
座

　
N
H
K
学
園
で
は
放
送
番
組
づ
く
り
の

　
　
　
な
お

．
翻
麟

　
　
　
　
…
麟
－

．
緯
糞
幾

　
　
繕、
灘
灘

麟
響

　
　
欝
熱
蔑

コ
ー
ゴ
ー

ほ
く
ほ
く
線
⑳

8
月
の

ほ
く
ほ
く
線
沿
線
情
報

〈
ぐ
る
り
安
塚
小
さ
な
旅
〉
▼
8
月
7
日
㈲
～
22
日
㈲
▼
安
塚
町
内
全
域

▼
虫

川
大
杉
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
5
分
▼
安
塚
町
全
体
が
ま
る
ご
と
「
見
て
」

「
遊
ん
で
」
「
自
由
に
歩
い
て
」
「
夢
見
る
」
イ
ベ
ン
ト
芸
術
館
。
▼
安
塚

町
役
場
（
智
0
2
5
5
9
1
2
1
2
0
0
3
）

〈
山
本
ぶ
ど
う
祭
〉
▼
8
月
2
9
日
㈲
▼
山
本
ぶ
ど
う
園
▼
う
ら
が
わ
ら
駅

か
ら
タ
ク
シ
ー
1
0
分
▼
太
鼓
演
奏
、
ぶ
ど
う
の
早
食
競
争
、
抽
選
会
。
当

日
は
ぶ
ど
う
が
1
割
引
▼
浦
川
原
村
役
場
企
画
課
（
a
O
2
5
5
9
i
9

1
2
3
0
1
）

〈
高
田
公
園
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〉
▼
8
月
7
日
㈲
午
後
3
時
～
▼

高
田
公
園
▼
高
田
駅
か
ら
徒
歩
1
5
分
▼
プ
ロ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
ジ

ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
▼
3
千
5
百
円
▼
上
越
ジ
ャ
ズ
倶
楽
部
（
盈
0
2
5
5

1
2
5
1
6
9
9
0
）

〈
ほ
く
ほ
く
線
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
実
施
中
〉

◎
実
施
期
間
H
9
月
5
日
㈲
ま
で
◎
参
加
方
法
“
ス
タ
ン
プ
設
置
箇
所
（
市

内
は
博
物
館
・
ク
ロ
ス
ー
0
・
き
も
の
絵
巻
館
・
手
織
工
房
葛
苑
・
ほ
く
ほ

く
線
十
日
町
駅
）
で
チ
ラ
シ
を
手
に
入
れ
、
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も
ら
い
、

5
個
、
7
個
、
1
0
個
で
応
募
で
き
ま
す
。
◎
賞
品
H
ス
タ
ン
プ
5
個
で
沿

線
市
町
村
の
特
産
品
（
3
千
円
相
当
）
3
6
人
、
ス
タ
ン
プ
7
個
で
バ
ン
ダ

イ
ワ
ン
ダ
ー
ス
ワ
ン
5
人
、
1
0
個

で
沿
線
市
町
村
宿
泊
施
設
ペ
ア
宿

泊
券
（
2
万
円
相
当
）
5
組
1
0
人
。

◎
問
い
合
わ
せ
昌
ほ
く
ほ
く
線
沿

線
地
域
振
興
連
絡
協
議
会
事
務
局

（
十
日
町
市
商
工
観
光
課
盈
5
7
1

3
1
1
1
）
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”暫眉i

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
多
く
の
生
涯
学
習

講
座
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
「
俳
句
」
「
絵

手
紙
」
「
パ
ソ
コ
ン
」
を
は
じ
め
資
格
講
座

も
あ
り
ま
す
。
受
講
申
込
み
は
随
時
受
付

中
雛
問
合
せ
・
資
料
請
求
月
N
H
K
学
園

8
E
O
1
係
（
智
0
4
2
1
－
5
7
2
－

3
1
5
1
）
へ
。

ア
ク
セ
ス
体
験
講
座

　
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ソ
フ
ト
「
ア
ク
セ
ス
」

の
体
験
コ
ー
ス
で
す
。
デ
ー
タ
整
理
等
を

学
び
ま
す
。
纏
日
時
目
8
月
2
1
日
㈹
午
前

9
時
～
午
後
4
時
籔
場
所
H
魚
沼
地
域
職

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
六
日
町
西
泉
田
）
雛

受
講
料
目
6
、
5
0
0
円
（
教
材
費
含
む
）

獲
定
員
H
2
0
人
鐵
申
込
み
”
8
月
1
2
日
㈲

ま
で
に
魚
沼
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
智

0
2
5
7
－
7
2
1
4
5
5
4
）
へ
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
講
座

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
仕
組
み
や
接
続
等

の
体
験
コ
ー
ス
で
す
。
獲
日
時
H
8
月
2
8

日
出
午
前
9
時
～
午
後
4
時
雛
場
所
H
魚

沼
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
綴
受
講
料
H

七
千
円
（
教
材
費
含
む
）
籔
定
員
H
2
0
人

雛
申
込
み
H
8
月
2
0
日
囲
ま
で
に
魚
沼
地

域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
へ
。

◆
警
察
官
受
験
者
募
集
（
大
卒
以
外
）

⑫
受
験
資
格
”
昭
和
4
7
年
4
月
2
日
～
57

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
大
卒
者
（
来

春
卒
業
見
込
者
含
む
）
以
外
の
人
。
（
短
大

は
受
験
可
）
鍛
採
用
予
定
人
数
”
男
性
1
5

人
程
度
、
女
性
若
干
名
吻
受
付
締
切
り
H

8
月
1
6
日
㈲
縁
問
合
せ
H
十
日
町
警
察
署

（
盈
52
－
0
1
1
0
）
へ
。

◆
自
衛
官
等
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

働
募
集
種
目
”
①
防
衛
大
学
校
学
生
（
推

薦
．
一
般
）
②
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
③

看
護
学
生
④
二
等
・
陸
・
海
・
空
士
（
男

子
）
⑤
自
衛
隊
生
徒
②
受
験
資
格
”
①
、

②
2
1
歳
末
満
の
高
卒
者
③
2
2
歳
末
満
の
高

卒
者
④
1
8
歳
～
2
1
歳
の
人
⑤
1
7
歳
末
満
の

中
卒
者
※
④
以
外
い
ず
れ
も
来
春
卒
業
見

皿
．

．
　
一
。

生ゴミは十分な水切りを

　夏は家庭ゴミの残飯など水分を多く含ん

だ燃えにくいゴミが増えます。そのままで

は、燃やすために多量の重油が必要です。

資源節約のためにも充分な水切りをしてか

ら出しましょう。また生ゴミはコンポスタ

ーなど家庭での処理もお願いします。

空き缶類の分別を徹底しよう

　夏はまた、空き缶類（アルミ、スチール）

が多く出る時期です。家庭で徹底分別をし

てから、資源物収集日に出してください。

ゴミを少なくする工夫

　苗日の生活に買い物は欠かせません。過

剰な包装を断る、買い物袋をもっていくな

ど、買い物の仕万に少し気を配るだけでゴ

ミを減らすことができます。あなたもでき

ることから実行しましょう。

込
者
含
む
鯵
間
合
せ
・
資
料
請
求
”
自
衛

隊
長
岡
出
張
所
奥
田
（
奮
0
2
5
8
－
3
3

1
0
2
5
6
）
へ
。

◆
ま
ち
づ
く
り
標
語
懸
賞
募
集
中

　
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
も
ど

し
、
魅
力
的
な
場
所
と
し
て
愛
着
や
誇
り

が
も
て
る
よ
う
な
合
い
言
葉
を
募
集
し
ま

す
。
纏
応
募
締
切
り
”
1
2
月
3
1
日
㈹
（
当

日
消
印
有
効
）
働
部
門
”
｝
般
の
部
、
児

童
．
生
徒
の
部
（
中
学
生
以
下
）
縁
応
募

方
法
”
ハ
ガ
キ
｝
枚
に
末
発
表
作
品
一
点

と
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
性
別
、

職
業
（
ま
た
は
学
校
、
学
年
）
、
応
募
部
門

を
明
記
の
う
え
㈲
都
市
計
画
協
会
ま
ち
づ

く
り
標
語
募
集
係
（
〒
1
0
2
1
0
0
9

4
千
代
田
区
紀
尾
井
町
3
1
32
盈
0
3
1

3
2
6
2
－
3
4
9
1
）
へ
。

◆
信
濃
川
の
増
水
に
注
意

　
夏
は
水
難
事
故
の
増
え
る
季
節
で
す
。

信
濃
川
沿
岸
に
は
水
難
事
故
防
止
の
た
め

の
サ
イ
レ
ン
や
ス
ピ
ー
カ
ー
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
警
報
を
聞
い
た
ら
早
め
に
安

全
な
場
所
に
退
避
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

子
ど
も
だ
け
の
川
遊
び
は
非
常
に
危
険
で

す
。
見
か
け
た
ら
注
意
し
て
、
水
の
事
故

か
ら
守
り
ま
し
よ
う
。

◆
戦
没
者
の
遺
族
に
特
別
弔
慰
金
が
支
給

さ
れ
ま
す

⑫
対
象
”
戦
没
者
死
亡
当
時
三
親
等
以
内

の
親
族
で
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

①
第
六
回
特
別
弔
慰
金
国
庫
債
券
の
受
給

権
を
取
得
し
て
い
な
い
人
②
平
成
H
年
4

⑱

こ
利
用
く
だ
さ
い

在
宅
介
護

　
　
　
支
援
セ
ン
タ
ー

　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

高
齢
者
自
身
や
ご
家
族
か
ら
生
活

や
介
護
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
ご
希
望
に
あ
っ
た
福
祉
・

保
健
、
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
が
総

合
的
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
市
町

村
や
関
係
機
関
と
の
調
整
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
手
続
き
の
お
手
伝

い
な
ど
も
行
う
「
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
」
で
す
。

目
利
用
対
象
者

　
高
齢
者
ご
自
身
や
ご
家
族
な
ど

心
配
や
悩
み
ご
と
の
あ
る
人
は
、

ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

■
利
用
料
　
無
料
で
す
。

■
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

①
在
宅
で
の
生
活
や
介
護
に
関
す

　
る
相
談
。

②
各
種
保
健
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

　
利
用
に
つ
い
て
の
電
話
相
談
・

　
面
接
相
談
。

③
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
手
続
き
の
お

　
手
伝
い
。

④
介
護
用
具
の
展
示
、
利
用
対
象

　
者
の
心
身
の
状
況
に
応
じ
た
用

　
具
選
定
に
つ
い
て
の
相
談
。

⑤
高
齢
者
向
け
の
住
宅
の
増
改
築

　
に
つ
い
て
の
相
談
。

⑥
施
設
利
用
に
つ
い
て
の
相
談
。

■
最
寄
り
の
セ
ン
タ
ー

．
老
人
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
つ
ま
り
の
里

　
　
（
幸
町
・
盈
5
8
－
4
4
2
3
）

．
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
き
た
は
ら

　
（
北
原
．
智
52
1
7
0
2
6
）

・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
三
好
園
（
下
条
中
央
通
り
・
暦

　
5
6
－
2
1
3
4
）

■
利
用
方
法
・
問
合
せ

詳
細
は
、
最
寄
り
の
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
介
護
保
険
室
高
齢
福
祉

係
（
暦
5
7
1
3
1
1
1
）
へ
。

■
相
談
担
当

　
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
ま
た
は

看
護
婦
（
士
）

応援します在宅介護
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月
1
日
現
在
、
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金

等
の
受
給
権
を
有
す
る
遺
族
が
い
な
い
人

●
支
給
内
容
”
額
面
24
万
円
（
6
年
償
還

の
記
名
国
債
）
●
請
求
期
間
”
7
月
1
2
日

㈲
～
14
年
3
月
31
日
●
請
求
窓
口
U
健
康

福
祉
課
障
害
援
護
係
へ
。

◆
8
月
1
1
日
㈱
は
老
齢
福
祉
年
金
支
払
日

　
老
齢
福
祉
年
金
の
支
払
い
が
8
月
n
日

㈱
か
ら
市
内
の
各
郵
便
局
で
始
ま
り
ま
す
。

該
当
者
は
次
の
も
の
を
持
参
し
て
受
領
し

て
く
だ
さ
い
（
代
理
人
可
）
。
⑦
持
参
す
る

も
の
睡
①
印
鑑
②
保
管
証
（
緑
色
）
③
福

祉
年
金
定
時
申
立
書
（
8
月
2
日
㈲
に
本

人
あ
て
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項

を
記
入
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。
）
な
お
、
保

管
証
と
引
き
換
え
に
年
金
証
書
が
渡
さ
れ

る
の
で
、
年
金
受
領
後
、
係
員
に
再
度
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
当
日
都
合
の
つ
か
な

い
人
は
8
月
17
日
㈹
ま
で
に
市
民
生
活
課

国
民
年
金
係
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
⑫
問

合
せ
”
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
へ
。

心にゆとりのある、

さわやか運転を心がけましょう

　8月はレジャー、帰省等で幹線道路をは

じめ市街地や住宅街の交通量が増加します。

また、連日連夜の暑さによる不快感等で疲

、、＆4労轍総矯

◆
児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児
童
扶
養
手
当

の
届
を
忘
れ
ず
に

　
現
在
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る

人
は
「
現
況
届
」
を
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
を
受
け
て
い
る
人
は
、
「
所
得
状
況
届
」

を
8
月
n
日
㈱
～
9
月
1
0
日
㈹
ま
で
に
証

書
・
印
鑑
等
を
持
参
の
う
え
、
本
人
が
届

け
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
届
け
を
行
わ
な

い
と
、
8
月
以
降
手
当
を
受
け
ら
れ
な
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
⑫
届
出
先
・
問

合
せ
”
児
童
扶
養
手
当
は
市
民
生
活
課
国

民
年
金
係
へ
。
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
健

康
福
祉
課
障
害
援
護
係
へ
。

◆
大
検
制
度
説
明
会
・
個
別
相
談
会

　
「
大
学
入
学
資
格
検
定
」
（
大
検
）
は
高

校
中
退
者
や
中
卒
者
な
ど
に
大
学
進
学
や

各
種
資
格
取
得
の
た
め
の
道
を
拓
く
学
力

認
定
制
度
で
す
。
来
年
夏
の
試
験
に
向
け

専
門
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
⑫
日

時
“
8
月
21
日
ω
午
後
1
時
30
分
～
4
時

30

分
②
場
所
“
新
潟
県
第
一
総
合
生
協

を持ち、安全運転

　に心がけスピー
＼　　　，

◎と）⑭

躊
ン

（
新
潟
市
花
園
町
1
－
2
－
2
）
●
参
加

費
”
無
料
●
申
込
み
”
働
日
本
産
業
開
発

青
年
協
会
大
検
情
報
セ
ン
タ
i
（
智
0
1

2
0
－
5
5
5
1
0
1
8
）
へ
。
要
予
約

◆
行
方
不
明
者
を
探
す
無
料
相
談
所
開
設

　
警
察
で
は
、
8
月
中
行
方
不
明
者
を
探

す
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
相
談
所
で
は

所
在
確
認
調
査
を
は
じ
め
、
全
国
各
地
で

亡
く
な
ら
れ
、
身
元
の
分
か
ら
な
い
方
の

資
料
を
多
数
用
意
し
て
い
ま
す
。
⑦
巡
回

相
談
所
”
8
月
4
日
㈱
上
越
北
警
察
署

　
（
盈
0
2
5
5
1
4
3
－
0
1
1
0
）
8
月

n
日
㈱
長
岡
警
察
署
（
智
0
2
5
8
－
38

i
O
1
1
0
）
時
間
は
両
日
と
も
午
前
9

時
～
午
後
5
時
O
特
別
相
談
所
“
8
月
中

1
か
月
間
（
た
だ
し
土
・
日
曜
日
、
2
．

4
・
6
・
n
・
12
日
を
除
く
）
午
前
9
時

～
午
後
5
時
、
警
察
本
部
鑑
識
課
（
県
庁

隣
り
智
0
2
5
－
2
8
5
1
Q
1
1
0
内

線
4
6
4
1
）

　　◎、と）め▼’　は＿　ドの出しすぎは
　　　　　　　”　　　　　＿
　　　　　　　　　　冒やめましょう。
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もしもい　懸曝
　　　　　　　　　　　　　リ
キョロキョロ運転　　　訳　勘　z
　していませんか　　　ミ・吻0∵’”

　運転中の携帯電話・P　H　S・カーナビゲ

ーション等の通話や確認は注意力が低下し、

大変危険です。携帯電話・PH　Sは、電源

を切るかドライブモードに、カーナビゲー

ションは、車を停止して確認するか、音声

案内を活用するようにしましょう。

市内の6月中の交通事故発生状況（）累計

年 発生件数 負傷者数 死者数 物件事故数

11年 22（115） 31（148） 0（1） 52（330）

10年 33（116） 34（127） 1（1） 29（294）

　　　　　　　　　S

　　　　　　　t

　　　　r　　O
　　　　●

夏
は
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

　
暑
い
夏
を
乗
り
切
る
た
め
に
、

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
で
体
の
リ
ズ
ム
を

整
え
ま
せ
ん
か
。
総
合
体
育
館
で

は
2
つ
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
を

開
催
し
ま
す
。
ロ
対
象
“
1
5
歳
以

上
、
中
学
生
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

■
参
加
費
H
教
室
参
加
料
千
円

（
8
回
分
）
、
施
設
使
用
料
“
毎
回

2
百
円
（
3
か
月
以
上
の
「
施
設

使
用
券
」
ま
た
は
「
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室
使
用
券
」
を
お
持
ち
の
場
合

は
教
室
参
加
料
の
み
）
■
申
込
み

“
総
合
体
育
館
（
智
5

2
1
4
3
7

7
）
へ
。

ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

　
足
腰
へ
の
負
担
の
少
な
い
運
動

で
、
中
高
年
の
人
で
も
安
心
し
て

行
え
る
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
で
す
。

■
定
員
H
先
着
5
0
人
■
日
時
艮
8

月
9
日
～
1
0
月
4
日
ま
で
の
毎
週

月
曜
日
午
前
1
0
時
～
11
時
1
5
分

　
（
た
だ
し
8
月
1
6
日
を
除
く
）

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

　
初
心
者
か
ら
慣
れ
て
き
た
人
ま

で
を
対
象
に
し
た
基
本
的
な
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
教
室
で
す
。
■
定
員
U

1
5
0
人
■
日
時
H
8
月
5
日
～

10

月
7
日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日
午

後
7
時
3
0
分
～
8
時
4
5
分
（
た
だ

し
8
月
2
6
日
と
9
月
2
3
日
を
除

く
）エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

　
　
　
　
　
　
カ
ー
ニ
バ
ル

　
み
ん
な
で
一
緒
に
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
県
内
か

ら
5
百
人
が
集
合
し
ま
す
。
■
日

時
H
9
月
12
日
㈲
正
午
開
始
（
受

付
午
前
1
1
時
3
0
分
～
）
■
場
所
“

総
合
体
育
館
■
チ
ケ
ッ
ト
H
前
売

り
千
円
、
当
日
1
、
2
0
0
円
■

講
師
h
久
保
田
吉
浩
先
生
、
村
山

真
理
先
生
■
申
込
み
“
現
金
を
添

え
て
総
合
体
育
館
へ
。

幼
児
・
学
童
夏
休
み

　
　
　
　
　
短
期
水
泳
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

■
期
間
H
8
月
2
日
但
～
7
日

dゆ、

23
日
㈲
～
2
8
日
㈲
た
だ
し
水

曜
日
を
除
く
■
時
間
“
午
前
1
0
時

30

分
～
n
時
4
5
分
■
対
象
“
4
歳

～
1
5
歳
■
受
講
料
“
一
般
6
、
0

9
0
円
、
会
員
4
、
8
3
0
円
■

申
込
み
H
十
日
町
体
力
つ
く
り
ス

イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
（
費
5

8
1
3

3
4
3
）
へ
。
※
送
迎
バ
ス
有
り
。
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何
で
も
話
せ
る
家
庭
医
を
持
と
う

　
保
険
証
が
あ
れ
ば
、
だ
れ
で
も
医
療
は

受
け
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
本
当
に
よ
い

医
療
を
受
け
る
に
は
、
何
よ
り
も
お
医
者

さ
ん
と
の
よ
い
信
頼
関
係
を
つ
く
る
こ
と

で
す
。

　
遠
く
の
総
合
病
院
や
大
学
病
院
へ
行
く

こ
と
も
大
切
で
す
が
、
ま
ず
開
業
医
の
中

か
ら
、
か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
、
つ

ま
り
家
庭
単
位
で
診
て
も
ら
え
る
家
庭
医

（
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
）
を
も
つ
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
病
歴
や
体
質
、
持
病
な
ど
を
伝
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
い
つ
で
も
適
切
な
助
言
や

指
導
を
与
え
る
ぐ
れ
る
家
庭
医
は
、
あ
な

た
の
健
康
管
理
の
頼
も
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー

で
す
。

綴
か
か
り
つ
け
医
の
メ
リ
ッ
ト

①
的
確
な
診
断
と
治
療
が
受
け
ら
れ
ま
す

②
お
医
者
さ
ん
と
の
信
頼
が
深
ま
り
ま
す

③
「
い
ざ
」
と
い
う
と
き
も
、
電
話
を
す

　
れ
は
適
切
な
指
示
が
受
け
ら
れ
ま
す

④
健
康
や
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
、

　
で
も
相
談
に
の
っ
て
く
れ
ま
す

受
診
者
の
心
が
ま
え

い
つ

雛
服
装
は
脱
着
の
楽
な
も
の
を

　
内
科
の
場
合
は
、
ほ
と
ん
ど
が
上
半
身

の
診
察
を
行
い
ま
す
。
診
察
の
と
き
に
、

脱
着
に
手
間
取
り
、
あ
わ
て
な
い
た
め
に

も
、
脱
着
が
楽
な
服
装
で
行
く
の
が
エ
チ

ケ
ッ
ト
で
す
。

雛
自
己
診
断
は
禁
物

　
「
か
ぜ
の
よ
う
な
の
で
、
薬
を
く
だ
さ

い
」
と
勝
手
に
自
己
判
断
し
た
結
果
を
、

医
師
に
い
わ
な
い
こ
と
。
正
確
に
診
断
を

し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
病
状
を
正
し
く

伝
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

獲
は
し
ご
受
診
は
禁
物

　
一
つ
の
病
気
で
何
人
も
の
お
医
者
さ
ん

に
か
か
る
「
は
し
ご
」
受
診
。
そ
の
度
に

検
査
や
処
置
、
注
射
、
投
薬
な
ど
を
や
り

な
お
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
医
療
費
の
ム

ダ
使
い
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
病
気
を

悪
化
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

霧
受
診
は
診
療
時
間
内
に

　
急
病
の
場
合
は
と
も
か
く
、
時
間
外
や

深
夜
、
休
日
の
受
診
は
加
算
料
金
が
つ
く

だ
け
で
な
く
、
お
医
者
さ
ん
に
と
っ
て
も

大
変
な
負
担
で
す
。
な
る
べ
く
、
診
療
時

間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

雛
薬
、
注
射
ね
だ
り
は
避
け
る

　
薬
や
注
射
の
受
け
な
い
と
気
が
済
ま
な

い
、
治
る
気
が
し
な
い
と
い
う
人
。
薬
は

飲
ま
な
い
主
義
と
言
い
、
お
医
者
さ
ん
の

指
示
通
り
に
飲
ま
な
い
人
が
い
ま
す
。
い

ず
れ
も
医
療
費
の
ム
ダ
使
い
で
す

籔
質
問
は
具
体
的
に

　
お
医
者
さ
ん
か
ら
、
効
果
の
あ
る
ア
ド

バ
イ
ス
を
引
き
出
す
た
め
に
は
、
よ
り
具

体
的
な
質
問
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

甲8月の休日救急医
1日（日）

大島医院　（川原町）盈52－2957

8日（日）

大坪医院（四日町新田2〉盈57－6100
15日（日）

庭野医院（寿町4）暦52－2711
22日（日〉

田中外科医院（田中町本通り）暦52－2403

29日（日）

池田医院（本町西1〉盈52－2581

むし歯のないよい歯の子
　6月の3歳児健診を受けた子31人

　
平
き
輝
か
香
輝
よ
代
美
み
末

子の
幸
凝
佳
や
耶
和
轡
恭
津
賦
萌
知
械
萌
知
虹
真
焔
輝

歯
　
　
　
さ
早
　
　
　
奈

凝
田
田
田
村
上
坂
田
田
落
野
身
熊

　
石
岡
山
中
野
登
山
山
水
西
尾
樋

事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診
騰誓児／

17日
（幻

午後1時

　～1時45分
8年2月
生まれの幼児

1歳6か月児

健　　　診

12日
休）

午後1時

　～1時45分

10年2月

生まれの幼児

4か月児健診
　ならびに

育児学級

18日
（水）

午後1時

　～1時30分

11年4月

生まれの乳児

10か月児
身体測定

12日
休）

午前9時15分

　　～10時

10年10月
生まれの乳児

麟犠希〕

　　　　　会場は保健センターです

※1歳6か月児、3歳児健診の幼児は、歯科健診があり
　ますので、歯をきれいにみがいて来てください。（3歳
　児健診は尿検査もあります）
※4か月児健診に来られない人は、小児がん（神経芽細胞
腫）尿検査セット・乳児一般健康診査受診票を健康福
　祉課に取りに来てください。

※平成8年3月生まれの幼児の保護者へ
　3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。9月の
健診対象者に検査セット等を送付しますので、8月16
　日を過ぎても届かない人は、健康福祉課保健予防係ま
　で連絡してください。

　住所保護者
平（旭ケ丘）幸作
き

輝（高山4）　淳
か

香（川治中町）敦広

輝（袋町西〉伸之
よ

代（高島1）良尚

美（駅通り）雅子
み

末（馬場4）孝成

明（三和町）元丸
み

美（宇田ケ沢）真　人

　
道
男

茂
　
和
利

）
　
　
　
）
　
　
　
）

　
　
り
乙
　
　
3

島
島
座

　
高
新

（
　
　
　
（
　
　
　
（

里
と
人
鍵
朗

8月の乳幼児健康診査

8月の健康相談
会　場 期日 時　　　間

保健センター 2・9・16・23・30（月） 午前9時～11時30分

川治地区公民館
10日（火》

午前9時～11時30分

北　和　会　館 午後1時30分～4時

飛渡地区公民館 19日休） 午前9時～11時30分

羽　根　川　荘 20日㈹ 午前9時～11時30分

水沢地区公民館

27日㈹

午前9時～11時30分

平　　成　　園 午後1時30分～4時

中条地区公民館 午前9時～11時30分

北原集落センター 午後1時30分～4時

下条地区公民館 午前9時～11時30分

上新田公民館 午後1時30分～4時

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩みがあるな
　どの人は、どうぞご相談を。
※健康手帳をお持ちの人はご持参ください。

8月の献血車
◆全血献血　1日（日）（終日）ライオン堂

　　　　　　4日体）（終日）下条地区公民館

＊受付時間　午前10時～正午、午後1時～3時

◆成分献血　4日㈱（終日）下条地区公民館

　　　　　　11日㈱（終日）十日町市役所
＊成分献血は、事前に健康福祉課保健予防係に電話

で申し込んでください。所要時間は約60分です。
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　十日町とコモが姉妹都市提携を結んで来年で25周年にな

ります。毎月このコーナーでは、コモの行事や名所等を紹

介してきました。コモの魅力を相当おわかりいただけたこ

とと思います。25周年を来年に控え、あらためて別の角度

から眺めてみましょう。題して「コモ再発見」です。

　コモ市は、ミラノから北へ50kmに位置するコモ県の県庁

所在地で美しい湖畔の都市として、また、スカーフやネク

タイ等卓越した絹製品の製造でよく知られています。そし

てこの絹が縁で十日町市と交流が始ま りました。

　コモの起源は先史時代にさかのぽり、もともとはローマ

の植民都市として「ノヴン・コムン」と呼ばれていました。

12世紀の初めミラノとの10年間の戦いの末征服された時期

もありましたが、赤髪帝バルバロッサと組み復興しました。

その後も16世紀にスペイン軍に略奪されたり、18世紀には

オーストリアに属したという歴史を数々経てきましたが、

指導者ジョゼッペ・ガリバルティ（1807～1882）がオース

トリアに勝ったことにより解放されました。

　コモ市の絹織物の始まりは、1510年にさかのぽります。

ピェートロ・ボルドー二という人物が創始者です。綿織物

業とならび急速に発展し、1700年代末には手織から機械織

ぺと発達し、世界的名声が確立しました。

棒人間・THE・哲学
　　　　　　総合マクト
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老人会との交流を通して

八箇小学校

溺．40

’
鞭

鑑

懸寧

　　ヂ
鍵　　嚢

．懸

　　　　　　　　リロあ　醜　　緩霧　　　・『『癒　　　　　　．、．署‘・
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　八箇小学校では、老人会の皆さんを講師

にお迎えして、様々な活動を行っています。

　低学年の生活科では、野菜の栽培活動を

行っていますが、今年はサツマイモの根つ

きが悪く、おじいちゃんからアドバイスを

受けました。そのおかげで、今では順調に

育っています。

　全校で、田植えの体験をさせていただい

ています。数年前はドロドロの田に入るの

を拒んでいた子どもたちもいましたが、経

験を重ねるうちに抵抗がなくなり、今では

慣れた手つきで苗を植えることができるよ

うになりました。老人会の皆さんによる手

直しの作業も少なくなってきています。

　この他にも、花の苗植えやグラウンドの

除草も老人会の皆さんと一緒に行い、子ど

もたちは手取り足取りの指導を受けていま

　
私
ご
と
な
が
ら
、
先
月
長
男
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
親
は
子
の
誕
生
に
際
し
「
五
体
満
足
」

で
あ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
現

在
「
五
体
不
満
足
」
と
い
う
衝
撃
的
な
タ
イ

ト
ル
の
本
が
売
れ
行
き
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

作
者
は
乙
武
洋
匡
さ
ん
。
私
学
最
難
関
の
早

大
政
経
学
部
の
現
役
学
生
で
す
。
先
天
性
障

害
で
手
足
の
な
い
彼
の
半
生
を
書
い
た
こ
の

本
の
表
紙
に
は
「
障
害
は
不
便
で
す
。
だ
け

ど
、
不
幸
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
「
感
動
は
求
め

ま
せ
ん
。
参
考
に
し
て
ほ
し
い
の
で
す
」
と

い
う
彼
の
思
い
が
記
し
て
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
「
小
学
生
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
読
ん
で
く
だ

さ
い
」
と
い
う
｝
文
が
添
え
て
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
は
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の
よ
き

理
解
者
と
な
り
う
る
と
考
え
る
作
者
の
思
い

か
ら
、
終
始
内
容
は
ル
ビ
付
き
の
明
快
な
文

体
で
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
広
報
紙
に
も
「
小
学
4
年
生
が
読
め
る
文

体
を
心
が
け
る
」
と
い
う
目
標
が
あ
り
ま
す
。

今
回
も
「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
」
「
非
行
防
止
」
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
に
も
読
ん
で
ほ
し
い
と
こ

ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
難
し
い
こ
と
を

難
し
く
書
く
の
は
簡
単
で
す
。
私
た
ち
は
難

し
い
情
報
も
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
お
伝
え

で
き
る
よ
う
今
後
も
努
め
て
い
き
ま
す
。
④

ホ
ッ
ト
ひ
と
恩

　
　
　
　
　
」

　
　
編
・
集
・
室

十日町市民の願い 市の木

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ぱ
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

市の花
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